
①上部工は塩害による劣化が著しく「更新」が必要と判定され、下部工は劣化が少なく再利用が可能と判定された橋梁の事例です。

②上部工更新による死荷重の増加に対して下部工（杭基礎）の安定を確認する必要があるが、橋台形状、杭位置、杭本数が不明でした。（設計、施工図面が無い）

③非破壊調査システム（オーリス）により、基礎杭の位置、本数、杭長を調査して基礎形式を推定しました。橋台フーチングは空堀ボーリングにより形状を確認し推定しました。

④その結果を踏まえて、杭基礎の安定計算を実施し、杭基礎の安定を確認できた事例です。

設計事例 -設計図・竣工図が無い場合の橋梁上部工更新と下部工補修・杭基礎復元設計

現 況
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上部工更新・下部工補修対策案
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上部工補修・補強標準断面図（PCポステンT桁）
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上部工標準断面図（PCプレテン中空床版）
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（設計・施工図面が無い）

橋台基礎形式が不明

株式会社 ウイング総合設計


